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温かいご支援をいただき、ありがとうございました 
 令和５年度も残すところあとわずかとなりました。本日の卒

業式、そして週末の修了式を迎えることができますのも、いつ

も温かく見守ってくださった保護者の皆様、地域の皆様をはじ

め青柳小学校をご支援いただきました関係の皆様のお陰である

と、深く感謝しております。本当にありがとうございました。 

 

今年度は、コロナ禍を経て徐々に学校生活が元に戻ってきた

１年でした。子どもたちは『良知に生きる』の校訓のもと、藤樹

先生の教えを学びながら明るく元気に過ごし、この１年で心身

ともに大きく成長しました。その成長の足跡は、お子さんにお渡

しする通知表にも記されています。この機会に、お子さんと一緒

に、この１年間でできるようになったこと、がんばったことなど成長を振り返っていただ

き、新しい学年に向けて意欲が高まるよう励ましの言葉をかけていただきたいと思います。

（１～５年生は２２日に通知表をお渡しします） 

 

令和６年度は、４月８日（月）に始業式、入学式を行い、新たなスタートを切ることと

なります。保護者や地域の皆様とのつながりを大切にした行事等を工夫しながら、「地域と

ともにある学校づくり」を目指してまいります。今回のおたよりに添付の『学校・地域連

携カリキュラム』をご覧いただき、１年間の学校行事や地域学校協働活動を知っていただ

ければと思います。 

 

藤樹先生の教えを学ぶ ～３年生 立志祭～ 

 ３月７日（木）、本校と安曇小学校、本庄小学校の３つの小学校の３年生が一堂に会し、

３校合同の立志祭を行いました。 

第１部「藤かげの道を探索しよう」では、玉林寺の墓所をスタートに、藤樹書院や良知

館、藤樹記念館など藤樹先生ゆかりの地を訪

問し、藤樹先生の教えについて学びました。

また、藤樹書院では、各自が書いた「私の志」

を奉納しました。第２部「立志の式」では、

頌徳歌斉唱、大学の唱和、各校代表児童によ

る「私の志」の発表を行い、最後に藤樹かる

たで交流を深めました。子どもたちは自分の

将来の夢や希望に胸をふくらませ、気持ちを

新たにしていました。 

 



自分の夢に向かって大きくはばたけ 
卒業おめでとう！ 

 
２５名の卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

「一心同体」を合言葉に、いつも学校全体のことを考え、励まし協力し合いながら頑張ってきた

卒業生の皆さんに、餞の言葉を贈ります。（卒業式の式辞でお話した内容の一部です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学見守り・春休みの安全について 

 スクールガードの方をはじめ保護者の皆様、また、地域の関係団体の皆様には、年間を通じて通学時

の安全指導や見守りをしていただき、誠にありがとうございました。４月からも引き続き、地域や通学路

での子どもたちの見守りでお世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

春休みは土日を含めて３月２３日から４月７日までの１６日間となります。その間、土日を除く緊急連

絡等は、青柳小学校（３２－００３９）へお願いします。 

皆さんの新しい門出に際し、二つのお話をします。 
 

＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊ 
 

一つめは、青柳小学校で学んだ中江藤樹先生の教えを、これからも実践してほしいということ

です。「藤樹デー」のたて割りでの藤樹学習では、低学年の子どもたちのことを大切に思い、どう

したら藤樹先生の教えを理解してもらえるかを考えて準備をしていましたね。「人に教える」という

のは本当に難しいことですが、皆さんは藤樹先生の教えを事前によく勉強し、様々な方法を工夫

しながら、今の学校生活につなげてわかりやすく教えてくれました。藤樹先生ゆかりの学校の最高

学年にふさわしい学びの姿と、学んだことを実行に移す姿は、青柳小学校の誇りであったと思い

ます。藤樹先生の学習を６年間がんばってきたことを胸に、ぜひその教えを実行してください。きっ

と、そのことは、自分の夢や目標を実現することの大きな力になると思います。 

 

二つ目は、世の中に目を向け、自分にできることは何かを考え、行動に移してほしいということ

です。皆さんが生きるこれからの時代は、めまぐるしく変化し、先が見通せない世の中であると言

われています。ＡＩなど人工知能が進化し、勉強や仕事の仕方も大きく変わろうとしています。 

一方では、地球資源の開発が進んで資源が少なくなったり、地球の温暖化による自然災害が

多発したりすることが心配されています。どうやって地球規模でこれを守るのかということは重要

な課題です。 

また世界に目を向けると、ヨーロッパや中東では、まさに戦争や紛争により、平和な暮らしが脅

かされ、尊い命が奪われる危機的な状況となっています。一人ひとりの命や権利が守られ、世界

中の人々が安心して暮らせる平和な社会を築いていくことも大きな課題です。 

そのような時代に生きていく皆さんには、一人ひとりがこうした状況に関心をもって深く考え、よ

りよい解決を目指して行動することが求められます。社会科の学習や平和学習、人権学習で学ん

だことを生かして、周囲の人々と協力しながら、新しい時代や社会を創ってほしいと思います。 
 

＊    ＊    ＊     ＊    ＊    ＊    ＊ 
 

皆さんが中学校で元気に明るく過ごしてくれることを心から祈っています。 

そしていつまでも応援しています。 


